
実施内容 現状値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値 目標達成度

番
号

細々目 事業項目
担当
 課名

事　業　内　容 現　状 事業目的 対象者 指標式名 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H24年度

（１）　健康増進と健康管理に関する取組

１．ライフステージにおける取組《乳児期・幼児期・学齢期》
○料理教室の開催による食育

1
少子化対応
推進事業

離乳食講座と
実習

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

月齢や発育・発達状態に合
わせた離乳食の段階や調理
方法の指導、旬の食材を
使った離乳食作りと試食体
験

社会情勢の変化に伴い、子育ての環境も食
生活も大きく様変わりしてきている。　離乳
食の作り方・食べさせ方から、食育に対して
知りたい・聞きたい・情報を得たい保護者が
多くなっている。　また、実際に自ら調理する
機会を求めている保護者が多くなっている。

月齢や発育・発達状態に合わ
せた離乳食の確実なステップ
や調理方法の指導より、食事
の基礎を作る。また、情報交換
や相談の場の提供により安定
した生活を図る。

・妊産婦
・乳児の保護者

参加者数

●開催回数：8回
5～6か月頃と7～8か月頃、9～11か
月頃と12～18か月頃の離乳食の講話
と実習（各4回）
●中央保健福祉センター
●対象：妊産婦及び乳児保護者：各20
名

146人 135人 152人 160人 160人 160人 95.0%

2

男女共同参
画推進啓発
事業

親子クッキング

人
権
男
女
共
同
参
画
課

身近な食材を利用しながら、
栄養バランスの取れた料理を
作る親子料理体験

「男性は仕事、女性は家事・育児」という考
え方に肯定的な回答が40～50％程度(ま
ちづくり市民意識ｱﾝｹｰﾄ調査等)となってお
り、「家事・育児は女性の仕事」といった固
定的な社会通念が男女共同参画や食育に
ついて、その推進を阻害する要因となってい
る。

親子での料理体験を通じ、家
庭での男女平等教育、男女共
同参画の推進、食育の推進を
図る。

・子ども
・保護者

参加者数

●開催回：1回（8月25日）
●開催場所：男女共同参画推進ｾﾝﾀｰ
「ｽﾋﾟｶ」調理実習室
●内容・参加者数：
「エンジョイ・クッキング（料理教室）」　２
２人

48人 10人 22人 48人 48人 48人 45.8%

3
幼児教育セ
ンター運営
費

親子クッキング

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

幼児向けのおやつを作る親
子料理体験

社会情勢の変化に伴い、子育ての環境も食
生活も大きく様変わりしてきている。　離乳
食の作り方・食べさせ方から、食育に対して
知りたい・聞きたい・情報を得たい保護者が
多くなっている。　また、実際に自ら調理する
機会を求めている保護者が多くなっている。

親子料理体験をとおして親と
子がふれあい、また、子どもの
ころから「食」への関心を高め
る。

・児童
（就学前）
・保護者

料理体験の
満足度

●開催日　①7月26日　②7月27日
●献立：豆腐のアイスクリーム、大根も
ち
●開催場所：幼児教育センター
●対象：3歳～未就学児とその保護者
各10組

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

4

幼児教育セ
ンター運営
費
(再掲）

幼児食調理講
習会

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

調理講習会の開催
（子ども向けのメニューや、調
理方法などを学ぶ）

社会情勢の変化に伴い、子育ての環境も食
生活も大きく様変わりしてきている。　離乳
食の作り方・食べさせ方から、食育に対して
知りたい・聞きたい・情報を得たい保護者が
多くなっている。　また、実際に自ら調理する
機会を求めている保護者が多くなっている。

大人自らが食生活を見直し、
食をとおして子育ての楽しさや
大切さを感じとる。食を楽しむ
機会をとおして子どもの「食
育」について関心を高める。

・就学前児童の
保護者

調理講習
会参加者の
満足度

●開催日　①6月19日　②6月20日
③12月3日　④12月4日
●献立：①②豆腐のミニキッシュ、コロコ
ロスープ
　　　　　 ③④おからのブラウニー、かぼ
ちゃの甘酒マフィン
●開催場所：幼児教育センター
●対象：未就学児をもつ保護者各12
名

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

5

幼児教育セ
ンター運営
費
(再掲）

魚のさばき方
教室

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

魚のさばき方の実習（魚市場
協会の協力による）

魚の調理方法を知らない保護者が多くなっ
ている。

魚の調理体験によって、親や
子どもたちに対し魚料理への
関心を高める。

・市民（主に乳
幼児・児童の保
護者）

調理講習
会参加者の
満足度

実施していない 95.7% 100.0% 未実施 100.0% 100.0% 100.0% #VALUE!

H23
新規

少子化対応
推進事業

イクメンパパの
クッキング教室

幼
児
教
育

セ
ン
タ
ー

父親の調理実習
父親の育児参加への意識は、増してきた
が、まだ、育児に関しては、母親の役割が大
きい現状である。

父親が作る料理を通して、親
子のかかわりを深めるとともに
食育への関心を高め、さらに
父親の育児参加の意識の向
上をはかる。

未就学児を持つ
父親とその家族
１２組

●開催日：12月14日（土）
●開催場所：幼児教育センター
●内容：イクメンパパのケーキづくり

32人 37人 24人 32人 115.6%

6
栽培漁業推
進事業

啓発活動
・水産教室など

水
産
課

水産教室、お魚料理教室、
漁業体験などの開催

佐世保市と市内漁協で構成する佐世保市
栽培漁業推進協議会と佐世保市水産振興
協議会と連携し、啓発活動を行っている。

体験などを通じてブルーツーリ
ズムを推進するとともに、料理
教室を通じて水産物の消費拡
大、地産地消の推進を図る。

・市　民
水産教室な
どへの参加
者数

水産教室の開催　　小中学校で栽培漁
業、地元水産振興活動の紹介、種苗放
流、さばき方教室の実施

956人 1,011人 1,055人 2,500人 1,500人 1,500人 70.3%

資料2 食育推進実施プランの進捗状況について



実施内容 現状値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値 目標達成度

番
号

細々目 事業項目
担当
 課名

事　業　内　容 現　状 事業目的 対象者 指標式名 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H24年度

資料2 食育推進実施プランの進捗状況について

○相談、支援などによる食育

7
育児等健康
支援事業

親子教室

子
ど
も
保
健
課

親子遊びをとおして、子ども
の発達を促し、子どもへの関
わり方や育児不安の解消な
どを支援

1歳6カ月時健診のフォロー児及び一般参加
希望児がいるが、フォロー児のほうが参加が
少ない。食事やおやつ、アレルギーなど食に
関する相談が多かったため、平成18年度か
ら栄養士による講話を実施している。

食に関する不安を軽減し、食
への興味や関心が持てるよう
に、食べる意欲を大切にし、食
の体験を広げる。

・１歳6ｶ月児健
診のﾌｫﾛｰ児

親子教室
参加者数

親子遊びを通して、児の発達を促し子
へのかかわり方や育児不安の解消など
を支援。幼児の食事に関する相談など
を受けている。（子育て支援センター3
か所と吉井健康館）

1,952人 1,932人 811人 500人 1,500人 2,000人 40.6%

8
育児等健康
支援事業
（再掲）

育児学級

子
ど
も
保
健
課

育児や離乳食の相談、離乳
食の試食体験

いろいろな相談があるが、離乳食について
の悩みは多い。平成17年度から、栄養士に
よる離乳食についての講話を実施してい
る。

離乳食を試食することで離乳
食づくりの関心を高める。子ど
もが離乳食を食べる経験をと
おして、食べることの基礎と自
分で進んで食べる力を育む。

・乳　児
・母　親
（宇久地区）

育児相談
者数・教室
参加者数

初めての育児を行う母親に、知識の伝
達と母親同士の交流を行うことで、いろ
いろな不安を軽減・解消につなげる。

471人 446人 531人 60人 500人 500人 106.2%

9
公立保育所
拠点機能事
業

食に関する育
児講座等

子
ど
も
育
成
課

食に関する講話や調理実
習、むし歯予防の講話

平成22年度
管理栄養士による講話：1回
食生活改善推進員による実習：1回
調理師による調理実習：1回
保育士による講話：実習19回
歯科医師による講話：1回

在宅親子に対して、食や口腔
に関する正しい知識を普及す
る。

・在宅親子 参加者数

保育士による講話：実習15回
歯科医師による講話：2回
歯科医師による講話：１回
すくすく広場　歯科衛生士講話：14回
０歳児の会　たんぽぽ　栄養士講話：
12回

907人 1,464人 1,601人 260人 700人 750人 213.5%

10
地域ﾘｻｲｸﾙ
活動支援事
業

食のリサイクル

廃
棄
物
減
量
推
進
課

生ごみを活用した元気野菜
づくりの体験活動を実施する
ために「ごみ減量アドバイ
ザー」を登録し、地域や学校
などの講習会に指導者として
派遣

保育所4園、幼稚園2園、小学校3校、及び
地域の団体（婦人会など）8団体に生ごみ堆
肥化の助成を行っている。
また、「ごみ減量アドバイザー」として、ＮＰＯ
法人「大地といのちの会」の方17名を登録
し、地域や学校などでの生ごみ堆肥化の講
習会に派遣している。

自然の恵みに感謝し、自然の
仕組みを知ることにより、食へ
の関心を高めるとともに、「限
りある資源を大切にする心」を
育む。

・幼稚園、保育
所の園児
・児童生徒
・市民

派遣回数

生ごみを活用した元気野菜づくりの体
験活動を実施するために「ごみ減量アド
バイザー」を地域や学校などの講演会に
指導者として1回のアドバイザー派遣を
行った。

7回 8回 1回 15回 15回 15回 6.7%

11

幼児教育セ
ンター運営
費
(再掲）

食に関する相
談
（子育てトーク
ほっとタイム）

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

子育て相談員を交えて保護
者同士がおしゃべりを楽しむ
中で、食に関する情報交換、
相談を実施

社会情勢の変化に伴い、子育ての環境や
食生活も大きく様変わりしてきている。　食
育に対して知りたい・聞きたい・情報を得た
い保護者が多くなっている。

食生活の不安を解消する。 ・市　民
参加者満
足度

●開催日：6月15日
●開催場所：幼児教育センター
●対象：乳幼児の子どもをもつ母親
●内容：手遊びやパネルシアターなどを
親子で楽しんだ後、母親を小グループに
わけ情報交換を行う。
●参加者数：１５名

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

12
少子化対応
推進事業
（再掲）

食に関する講
演会

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

日ごろの食習慣を見直し、
「子どもの食」について考える
機会として食育講演会を開
催

社会情勢の変化に伴い、子育ての環境や
食生活も大きく様変わりしてきている。　食
育に対して知りたい・聞きたい・情報を得た
い保護者が多くなっている。

保護者が食育の様々な情報
や知識を習得することによって
食育への関心を高め、日頃の
食生活を見直す機会とすると
ともに、乳幼児からの食生活
の必要性を発信していく。

・市　民
参加者満
足度

●開催日：6月26日
●講師：食育インストラクター　加藤奈
美氏
●演題：「子は賢く、ママは美しく」
●対象：乳幼児食育アドバイザー、子育
て中の母親、食育に関心のある一般市
民　80名

100.0% 97.0% 97.0% 100.0% 100.0% 100.0% 97.0%

13
家庭教育推
進事業

子育て講座・
研修会

社
会
教
育
課

小学校の入学説明会時に子
育て講座を開催、ＰＴＡを対
象とした各種研修会を実施

ＰＴＡとの共催で、さまざまなテーマを設定
し、各種研修会を開催している。その中の1
つのテーマとして、「食育」や「早寝・早起き・
朝ごはん」を取り上げ、研修を行っている。

家庭が果たすべき役割や家庭
教育の重要性を再確認し、家
庭における教育力を充実させ
る。

・小学生の子ど
もを持つ家庭・
保護者

「させぼ子
育て講座」
受講率

小学校入学説明会時に、保護者を対
象として「させぼ子育て講座」を開催

96.1% 96.8% 95.7% 100.0% 100.0% 100.0% 95.7%

14
食育推進事
業

幼児期におけ
る食育推進事
業

健
康
づ
く
り
課

幼児への望ましい食生活に
向けた講話

朝食の欠食や外部化などにより食文化の継
承の機会が減少している。

幼児期における食への関心を
高め、食を選択する力を培う。

教育及び保育
機関における幼
児

実施施設
数

幼児への望ましい食生活に向けた講話
を７月から３月に実施、予定施設の３５
園すべてに実施

42施設 41施設 35施設 43施設 42施設 42施設 83.3%



実施内容 現状値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値 目標達成度

番
号

細々目 事業項目
担当
 課名

事　業　内　容 現　状 事業目的 対象者 指標式名 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H24年度

資料2 食育推進実施プランの進捗状況について

○健康診査時における食育

15
母子管理対
策事業

4カ月児健診

子
ど
も
保
健
課

授乳時の母親の食事・母乳
栄養・混合栄養・離乳食準備
期から完了期についての指
導

栄養指導は、第1子・医師からの指示・希望
者に対して実施している。相談で栄養に関
することは受診者の25％前後である。

親子の心の安定の中で食を楽
しみ心地よい生活を実現す
る。

・対象児
・保護者

健康診査
受診率

授乳期の母親の食事・母乳栄養・混合
栄養・離乳準備期から完了期について
の指導

99.9% 99.8% 99.6% 100.0% 100.0% 100.0% 99.6%

16
歯科保健推
進事業

10カ月児歯科
育児相談

子
ど
も
保
健
課

離乳食後期から完了期の食
事指導、生えてきている歯の
本数に合わせた噛み方、飲
み方の指導、口腔内のチェッ
ク、歯みがき指導

対象児の80％前後の来所があり、その中に
アレルギーの診断を受けたり、疑いがある子
どもは10％前後いる。制限食をしている子
どもも20％前後いるが、中には親の判断で
食材の制限をしていることもある。また、離
乳が進まず、母乳またはミルクだけや離乳
期初期の段階の子どももいる。

体験をとおして、自分で進んで
食べようとする力を育む。

・対象児
・保護者

1歳6カ月
児健診でむ
し歯のない
児の割合

離乳食後期から完了期の食事指導・生
歯本数・口腔内のチェック・歯磨き指導

82.7% 83.2% 98.2% 100.0% 100.0% 100.0% 98.2%

17
1歳6カ月児
健康診査

1歳6カ月児健
康診査
（歯科健診含
む）

子
ど
も
保
健
課

幼児食から普通食・間食に
ついてや、噛む習慣の定着に
ついてなどの指導

第1子・医師の指示・希望者に対して栄養
士の指導を受けてもらう。小食・好き嫌い・
アレルギー・卒乳などの相談が多い。また、
制限食のある子どももいるため、個別で相
談を受けることもある。

子どもが食を楽しみ、食に関
心を持ち、生活リズムの確立を
図る。

・対象児
・保護者

健康診査
受診率

幼児食から普通食・間食などの指導 96.0% 95.7% 96.5% 100.0% 100.0% 100.0% 96.5%

18
1歳6カ月児
健康診査
（再掲）

2歳児経過歯
科健診

子
ど
も
保
健
課

2歳になるフォロー児に対する
歯科保健指導

アンケート調査に関しては平成14年度より
取り組んでいる事業である。平成17年度か
ら2歳児経過歯科健診を開始した。実績
は、はがき回収率45％、来所児率23.4％、
歯科医院受診率32.5％、月別平均来所児
数9.3人であった。

保護者に対し、歯の大切さ、
生活習慣の見直しなどを意識
づけ、健全な口腔機能の維持
を図る。

・対象児
・保護者

経過歯科
健診受診
率（所内及
び歯科医院
含む）

はがき勧奨182人、うち来所者34人
歯科受診者30人、回収率43.4％

33.7% 24.9% 43.4% 30.0% 35.0% 40.0% 108.5%

19
3歳児健康
診査

3歳児健康診
査
（歯科健診含
む）

子
ど
も
保
健
課

食に関する相談、歯科健診
の実施、正しい咀嚼について
の指導

好き嫌いや遊び食べ、小食などの相談が多
い。調理に参加したり、食後の片付けを手
伝ったりする子どももいる。

バランスの取れた食事や生活
リズム、食事マナーなどについ
ての認識、健全な口腔機能の
維持を図る。

・対象児
・保護者

健康診査
受診率

食に関する相談、歯科検診の実施。 90.5% 95.5% 94.1% 100.0% 100.0% 100.0% 94.1%

20
健康管理対
策事業

学校における
歯科健診

学
校
教
育
課

学校歯科医による児童生徒
の歯科健診を実施するもの

 1人平均のう歯数（ＤＭＦＴ指数）は小学校
1年～中学校3年を平均すると0.85本（平
成22年度）である。

児童生徒の健康管理･増進を
図る。

・児童生徒
児童生徒の
DMFT指数

学校歯科医等による歯科健診 0.85 0.80 0.73 1.50 0.75 0.75 102.7%

２．ライフステージにおける取組《青年期》
○料理教室の開催による食育

21
けんこうシッ
プさせぼ２１
計画事業

働くあなたの
料理教室

健
康
づ
く
り
課

昼間働いている人のための
料理教室の開催

昼間働いている市民を対象に、中央保健福
祉センターで夜間に料理教室を開催。

正しい食の選択、調理技術を
習得し食生活の充実、家庭で
の男女協働を図る。

・昼間働いてい
る市民

料理教室の
参加者数

昼間働いている人を対象に、１１月に
身近な旬の食材を使った夜間の料理教
室を開催。

108人 67人 14人 190人 120人 120人 11.7%

22

けんこうシッ
プさせぼ２１
計画事業
（再掲）

青年期におけ
る食育推進事
業

健
康
づ
く
り
課

家庭から自立する時期にあ
る高校生を対象に講話と料
理教室の開催

朝食を欠食する生徒、野菜の摂取量が少な
い生徒が多くみられる。

家庭から自立する時期にある
高校生に対し、健康的な食生
活を実践するための支援を行
う。

・高校生 ・実施回数

２月に計２回、佐世保西高校と佐世保
南高校で、一人暮らしを始めるに当たっ
て食生活の講話と、和食の調理実習を
実施。６６人が参加。

4回 3回 2回 2回 2回 2回 100.0%



実施内容 現状値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値 目標達成度

番
号

細々目 事業項目
担当
 課名

事　業　内　容 現　状 事業目的 対象者 指標式名 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H24年度

資料2 食育推進実施プランの進捗状況について

○健康診査時における食育

23
健康診査事
業

【重点課題】

各種がん検診

健
康
づ
く
り
課

がんの早期発見のために各
種がん検診を実施。
また、検診後に管理栄養士
による対象者の健康状態に
応じたきめ細かな栄養指導
などを実施する。

胃･肺･大腸･子宮･乳･前立腺がんの6項
目について、検診項目によっては20歳以上
からがん検診を実施している。

生活習慣病（がんを含む）を引
き起こす可能性のある因子を
発見し予防する。

・20歳以上
（検診内容によ
り異なる）

がん検診受
診率

胃･肺･大腸･子宮･乳･前立腺がんの6
項目について、検診項目によっては20
歳以上からがん検診を実施している。

19.6% 20.0% 20.6% 24.0% 27.0% 30.0% 68.7%

24
健康診査事
業
（再掲）

【重点課題】

骨粗しょう症
検診

健
康
づ
く
り
課

骨粗しょう症の検診を実施。
また、検診後に管理栄養士
による対象者の健康状態に
応じたきめ細かな栄養指導
などを実施する。

健診や予防接種時に検診についての情報
提供を行い、毎月1回検診を行っている。そ
の後、結果報告については、集団教育を
行っている。

骨粗しょう症の早期予防によ
り高齢期における寝たきりを予
防する。

・20～70歳の
女性

検診受診
者数

骨粗しょう症の検診を実施 1,319人 1,329人 1,460人 800人 1,200人 1,200人 121.7%

25
健康診査事
業
（再掲）

【重点課題】

成人歯科健診

健
康
づ
く
り
課

歯科医院での歯科健診、中
央保健福祉センターでの歯
科健診を実施。
食の基礎となる歯や口腔の
健康維持、機能維持を促進
する。

20歳以上を対象とし、母子健康手帳交付
時をはじめ市内成人の方への利用を勧めて
いる。

毎日の食生活の充実、「食べ
る楽しみ」を確保する。

・20歳以上

委託歯科
健診、所内
歯科健診
及び離島で
の歯科健診
の受診者数

歯科医院及び当センター内で歯科健診
を実施

1,282人 1,400人 1,086人 1,220人 1,250人 1,280人 84.8%

26
健康管理事
業

国保精密歯科
健診

医
療
保
険
課

パノラマエックス線写真撮
影・歯周基本検査・プラーク
スコア等を含む成人歯科健
診

通常の歯科健診内容より精密な健診項目
を実施しているが、近年は募集定員に対し
約7割の受診率で推移している。

歯科の早期受診・早期発見を
進め、生涯を通じた歯と口の
健康保持に努める。

・本市国民健康
保険加入者（20
歳以上）

受診者数 佐世保市歯科医師会に委託し実施 63人 84人 78人 100人 100人 100人 78.0%

27

けんこうシッ
プさせぼ２１
計画事業
（再掲）

【重点課題】

民間企業と連
携した食の健
康づくり

健
康
づ
く
り
課

商工会議所をはじめ各事業
所や健康保険組合など職域
保健の関係者とネットワーク
を強化し、健診の受診勧奨
や食に関する健康づくりの情
報提供を行う。

地域保健と職域保健の連携を目的とし、平
成21年度に地域・職域連携推進会議を設
置。市ホームページを活用し、情報共有に努
めている。
より効果的な事業実施に向け、平成25年
からの事業実施に向け、検討を行っている。

ネットワークの強化により、食
育を実践する市民を増やし、
食育を市民運動として展開す
る。

平成25年度か
らの事業実施に
向け、現在検討
中

平成25年度か
らの事業実施
に向け、現在
検討中

#DIV/0!
平成25年度からの事業
実施に向け、現在検討

中

平成25年度からの事業実施に向
け、現在検討中

平成25年度からの事業実施に向け、
現在検討中



実施内容 現状値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値 目標達成度

番
号

細々目 事業項目
担当
 課名

事　業　内　容 現　状 事業目的 対象者 指標式名 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H24年度

資料2 食育推進実施プランの進捗状況について

３．ライフステージにおける取組《壮年期》
○料理教室の開催による食育

28
男性のため
の料理教室

男性のための
料理教室

健
康
づ
く
り
課

男性を対象とした料理教室
の開催

平成22年度は、54回開催し、参加者延べ
1,153名。料理を通した参加者の生きがい
づくりにもなっている。

男性の食の自立支援を行い、
食生活の充実を図る。

・市　民
（男　性）

料理教室の
参加者数

男性を対象とした料理教室の開催
５４回開催し、参加者の延べ数９５９人

1,153人 948人 959人 1,188人 1,188人 1,188人 80.7%

29
いきいき元
気食事づくり
教室

いきいき元気
食事づくり教
室

健
康
づ
く
り
課

状態を維持し、食べる楽しみ
を得るため、介護食に応用で
きる料理教室の開催

平成22年度は、33回開催し、参加者延べ
819名。加齢にともなう身体的な変化や食
事づくりについての教室で、介護予防や介
護家族のために参加している方も多い。

いつまでも元気で、活動的に
暮らすために介護者とその家
族を支援する。

・高齢者
・家 　族

料理教室の
参加者数

３３回開催し、参加者延べ数６１４名 819人 727人 614人 660人 660人 660人 93.0%

30
健康管理事
業
（再掲）

食習慣改善教
室

医
療
保
険
課

参加者に生活習慣病予防食
を作ってもらい、料理する楽
しさを通じて、食生活の大切
さ、関係知識の啓発を行う。

平成20・21年度は社会資源の活用も含
め、食生活改善推進協議会に「生活習慣病
予防料理教室」の開催を依頼していたが、
対象者のニーズの多様化などへ対応するた
めには、管理栄養士などの専門家による指
導が必要と思われる。

特定保健指導の一環として、
管理栄養士の専門的な指導
により、具体的な食習慣改善
指導（支援）を行うもの。

佐世保市国民
健康保険加入
者

参加者数 実施していない 95人 141人 未実施 100人 180人 180人 #VALUE!

H24
新規

健康管理事
業

健康アップ料
理教室

医
療
保
険

課

参加者に生活習慣病予防食
を作ってもらい、料理する楽
しさを通じて、食生活の大切
さ、関係知識の啓発を実施

食習慣改善教室の名称で佐世保市国民健
康保険者(特定健診受診者優先）対象とし
て実施

管理栄養士の専門的な指導
により、具体的な食習慣改善
指導（支援）を行うもの。

佐世保市国民健
康保険加入者（特
定健診受診者優
先）

参加者数
年間３回実施

(中央保健福祉センター：２回、東部住
民センター：1回）

69人 90人 76.7%

H24
新規

健康管理事
業

カラダすっきり
教室

医
療
保
険

課

食と運動を具体的に体験し
ながら学習する機会を提供
し、即実践できる知識の啓発
を実施

H24年度より重症化予防事業として実施

管理栄養士及び健康運動指
導士等の専門的な指導により
生活習慣改善の効果の向上
をはかり重症化予防を目指す

特定健診受診後特
に生活改善が必要
な方(特定保健指導
該当者及び重症化
予防対象者）

参加者数
年間３回実施

(中央保健福祉センター：３回）
66人 60人 110.0%

○相談、支援などによる食育

31
健康手帳交
付事業

健康手帳交付

健
康
づ
く
り
課

食生活や運動を含め、生活
習慣病予防の情報を提供す
るため健康手帳を配布

満40歳になった全市民に個別発送。保健
所、各支所・行政センターの窓口などで配
布。

自身の健康管理と適切な医療
確保に役立てる。

・40歳以上

・40歳到達
者
・希望者へ
の配布数

食生活や運動を含め、生活習慣病予防
の情報を提供するため健康手帳を配布

4,241冊 4,000冊 3,425冊 4,000冊 4,300冊 4,300冊 79.7%

32
健康相談事
業 健康相談

健
康
づ
く
り
課

生活習慣病に関する来所・
電話相談、食生活を含めた
運動や生活全般に対する指
導助言

保健所・各老人福祉センター・行政セン
ター・黒島・高島にて来所相談を実施。ま
た、保健所での電話相談も実施している。

個別相談を行うことで、対象
者の生活状況にあわせた具体
的な指導を行い、生活習慣病
を予防する。

・40歳以上 相談者数
生活習慣病に関する来所・電話相談、
食生活を含めた運動や生活全般に対す
る指導助言

4,410人 7,113人 4,199人

医療制度
改正によ
り、H20年
度見直し

4,500人 4,500人 93.3%

33
健康教育事
業
（再掲）

健康教育

健
康
づ
く
り
課

食生活、運動、生活全般の
指導助言、骨粗しょう症検診
や歯科健診の指導

参加者を募集し、病態別に実施している。
食の知識を深めることにより、
健康への自覚を高め自分の健
康管理を主体的に実践する。

・40歳以上

健康教育の
参加者数

食生活、運動、生活全般の指導助言、
骨粗しょう症検診や歯科健診の指導

128回 150回 158回 120回 130回 130回 121.5%



実施内容 現状値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値 目標達成度

番
号

細々目 事業項目
担当
 課名

事　業　内　容 現　状 事業目的 対象者 指標式名 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H24年度

資料2 食育推進実施プランの進捗状況について

○健康診査時における食育

34
特定健康診
査事業費

【重点課題】

特定健康診査

医
療
保
険
課

国民健康保険加入者の40
～74歳を対象に内臓脂肪症
候群（メタボリックシンドロー
ム）に着目した特定健康診査
を実施。
また、健診後に管理栄養士
による対象者の健康状態に
応じたきめ細かな栄養指導
などを実施。

特定健康診査の受診率は年々上昇してい
る。

生活習慣病予防のために、メ
タボリックシンドローム（内臓脂
肪症候群）やその予備群を的
確に抽出し、該当者を特定保
健指導につなげる。

国保加入者40
～74歳

受診率
受診率目標
６５％

33.6% 32.30%

約35％
（受診率
未確定の
ため推計
値）

50.0% 60.0% 65.0% #VALUE!

35
特定保健指
導事業費

【重点課題】

特定保健指導

医
療
保
険
課

国民健康保険加入者の40
～74歳を対象に内臓脂肪症
候群（メタボリックシンドロー
ム）に着目し、管理栄養士に
よる対象者の健康状態に応
じたきめ細かな栄養指導など
を、特定保険指導として実施
する。

特定保健指導実施率は目標値を上回って
いる。

特定健康診査により抽出した
糖尿病などの生活習慣病予備
群に対して適切な保健指導を
行い、対象者が生活改善を行
うことで将来的な発症の抑制
を目指すもの

国保加入者40
～74歳

特定保健
指導実施
率（％）

実施率目標
４５％

32.1% 30.30%
指導途中
のため算
出できず

35.0% 40.0% 45.0% #VALUE!

４．ライフステージにおける取組《高齢期》
○料理教室の開催による食育
○相談、支援などによる食育

36
通所型介護
予防事業

介護予防の栄
養改善

長
寿
社
会
課

食事づくりが日常的に自分で
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄできるための指導、
嚥下摂食機能に応じた形態
や食べ方の指導

65歳以上の高齢者人口は66,699人（高齢
化率25.3％〔（H23年度〕）で、高齢化率は
年々上昇している。
（25.2％〔H22年度〕、24.8％〔H21年度〕
　24.2％〔H20年度〕、23.9％〔H19年度〕）

低栄養状態の早期発見と早
期改善に努め、自分らしい生
活の確立と自己実現を支援す
る。

二次予防事業対
象者（旧特定高齢
者）のうち低栄養
状態又はその可
能性のある者

介護予防ケ
アマネジメ
ントを行い
維持・改善
した高齢者
数

食事作りが日常的に自分でﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄで
きるための指導、嚥下摂食機能に応じ
た形態や食べ方の指導

314人 543人 636人 418人 742人 624人 101.9%

○健康診査時における食育

37
歯科保健推
進事業
（再掲）

歯の健康優良
高齢者コンテ
スト

健
康
づ
く
り
課

80歳以上の高齢者で健康な
口腔を有する者を表彰

平成17年度長崎県歯科疾患実態調査によ
ると、80歳以上の一人あたりの平均現在歯
数は8.3本、80歳以上で20本以上自分の
歯を有する者の割合は19.4％となってい
る。

楽しい食生活をおくるため、
80歳以上になっても20本以
上、自分の歯を保持する。

・満80歳以上
参加者数

健康と福祉フェスティバルにおいて表彰
式を開催。

16人 24人 21人 30人 30人 30人 70.0%

５．ライフステージにおける取組《妊娠期》
○料理教室の開催による食育

38
育児等健康
支援事業
（再掲）

マタニティクッ
キング

健
康
づ
く
り
課

妊娠中に不足する栄養素等
の摂取、妊娠高血圧症候群
予防のための食に関する指
導、親の食事を離乳食へ展
開する工夫の指導

マタニティ食事診断の結果から、妊娠中に
必要な鉄分やカルシウムの摂取が充分でな
く、塩分の摂取は過剰傾向にある妊婦が多
い。また、朝食欠食や主食抜きなどの妊婦
も見受けられる。

調理実習により自身と家族の
食生活を見直す。栄養のバラ
ンスを考え、楽しい食事と健や
かな生活リズムを作る。離乳
食に対する理解を深める。

・妊　婦
育児相談
者数・教室
参加者数

妊娠中に不足する栄養素等の摂取、妊
娠高血圧症候群予防のための食に関
する指導、親の食事を離乳食へ展開す
る工夫の指導のため年間５回実施、参
加者延べ数６１人

45人 67人 61人 75人 50人 55人 121.8%

39
育児等健康
支援事業
（再掲）

プレパパママ
クッキング

健
康
づ
く
り
課

妊娠中及び家族の望ましい
食生活について調理実習を
通して知識を深める。

試行的に平成19年度に1回開催し、平成
20年度より年2回実施している。
教室に参加されるご主人は、掃除や片付け
など家事をサポートする傾向にある。

家族の健康な生活を保つため
に望ましい食生活について夫
婦で知識を高め、生活の場で
の実践につなげるとともに、男
女共同参画の促進や男性の
生活・自活能力の向上を図
る。

・出産を控えた
夫婦

教室参加
夫婦

年間２回開催し、参加延べ数１０組（２
０人）

11組 12組 １０組 30組 30組 30組 33.3%



実施内容 現状値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値 目標達成度

番
号

細々目 事業項目
担当
 課名

事　業　内　容 現　状 事業目的 対象者 指標式名 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H24年度

資料2 食育推進実施プランの進捗状況について

○相談、支援などによる食育

40
育児等健康
支援事業
（再掲）

母子健康手帳
交付

子
ど
も
保
健
課

母子健康手帳の交付時に保
健・栄養・歯科について小グ
ループ指導を実施。

母子健康手帳交付数：2,295部交付　栄養
については10％の人が個別相談を希望し
ている。

母性尊重の理念を高め、健康
保持増進の意欲を図る。心
身･出産に関する栄養の知識
を普及する。

・妊産婦 相談者数
母子健康手帳交付時に栄養・保健・歯
科についての指導を実施

2,606人 2,462人 2,442人 2,400人 2,650人 2,650人 92.2%

41
育児等健康
支援事業
（再掲）

マタニティ学級

子
ど
も
保
健
課

栄養バランスなどの食事診
断を実施

食事診断をする妊婦が少ない。食事診断の
結果、朝食は簡単（パンと牛乳など）に済ま
せ、昼食も軽め（うどんやおにぎり）の食事に
野菜や果物を加えた程度で、夕食は品数も
多くしっかり取っている傾向がみられる。ま
た、鉄分やカルシウムの取り方が全体的に
少ない。健診結果から見ると、何らかの治
療をしている妊婦の中では貧血の治療をし
ている妊婦が9割以上で、バランスのとれた
食事ができていないのではないかと考えら
れる。

健康の増進、生活の質の向
上、バランスのとれた食生活に
よる豊かな生活、家族で食卓
を囲む楽しい食事の実践につ
ながる。

・妊　婦
育児相談
者数・教室
参加者数

食事のﾊﾞﾗﾝｽなどの食事診断を実施 1,085人 1,102人 984人 1,000人 1,300人 1,300人 75.7%

○健康診査時おける食育

42
健康診査事
業
（再掲）

妊産婦歯科健
診

健
康
づ
く
り
課

歯科医院での歯科健診、生
活習慣病健診時の歯科健診
を実施するとともに、妊婦期
に必要な歯科保健指導や健
康管理を実施

20歳以上を対象とし、母子健康手帳交付
時をはじめ市内成人の方への利用を勧めて
いる。

毎日の食生活の充実、「食べ
る楽しみ」を確保する。また、
歯科保健指導によって、妊娠
期に必要な口腔管理を行う。

・妊　婦
妊婦歯科
健診受診
率

妊産婦を対象とした歯科健診の実施 65.8% 66.4% 60.8% 80% 81.0% 82.0% 74.1%



実施内容 現状値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値 目標達成度

番
号

細々目 事業項目
担当
 課名

事　業　内　容 現　状 事業目的 対象者 指標式名 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H24年度

資料2 食育推進実施プランの進捗状況について

（２）　食育への意識高揚

１．継続的な食育推進運動における情報提供及び健康づくりへの意識の普及や啓発事業

43
食育推進事
業
（再掲）

【重点課題】

食育意識啓
発、普及

健
康
づ
く
り
課

市民の望ましい食生活に向
けた食育に関する出前講座
や、食育の取り組みを実施す
る団体と協働でイベントなど
を実施する。
また、家族そろっての食事
（共食）は食育の原点である
ことから、月に1度は家族そ
ろって食事する機会を持つよ
う、啓発を行う。

平成22年度に実施した佐世保市食育に関
するアンケート調査の結果では、食育の認
識は高くなっている（87.6％）が、食育の取
組状況においては20.3％であり、今後も食
育を実践するための取組が求められる状況
である。
なお、「毎月19日は家族みんなでいっしょに
食べようデー（仮称）」の設定については、平
成24年度からの事業開始に向け検討を行
う。

食育に関心を持ち、実践する
市民の増加を図る。

・市　民
イベント及
び講座参加
者数

市民の望ましい食生活に向けた食育に
関する出前講座や、食育の取り組みを
実施する団体と協働でイベントなどを実
施する。
また、家族そろっての食事（共食）は食
育の原点であることから、共食のネーミ
ングと食育のロゴマークの募集を行っ
た。

2,513人 2,736人 2,505人 5,000人 5,000人 5,000人 50.1%

44

けんこうシッ
プさせぼ２１
計画事業
（再掲）

ヘルシークッキ
ングコンテスト
〔家族そろって
の食事・朝食
推進〕

健
康
づ
く
り
課

望ましい食習慣を身につける
ために、簡単に作ることがで
きる朝ごはんメニューを募集、
募集した作品の試食やレシピ
を配布

佐世保市が平成22年度に実施した調査に
おいて、毎日朝食を食べている子どもは約
91％であるという結果がでている。また、平
成21年度の国民健康・栄養調査の結果か
らも、全体的に男女とも、年々朝食の欠食
率が増加しており、特に20代と30代の男女
において多い傾向にある。

啓発をとおして、各家庭での
基本的な食習慣（家族そろっ
ての食事や朝ごはんを食べる）
を見直す機会を図る。

・市　民
応募作品
数

望ましい食習慣を藻につけために、簡
単に作ることができる朝ごはんメニュー
及びおふくろの味メニューを募集した。
応募数690点

514点 736点 690点 300点 520点 525点 131.4%

45

けんこうシッ
プさせぼ２１
計画事業
（再掲）

ぼくとわたしの
大好きな　朝ご
はんポスターコ
ンクール〔家族
そろっての食
事・朝食推進〕

健
康
づ
く
り
課

望ましい食習慣を身につける
ために、朝ごはんポスターを
募集。募集した作品でカレン
ダーを作成し市内各所に配
布

学校の夏休みの課題として取り組まれるな
ど、参加校が年々増加傾向にある。

啓発をとおして、各家庭での
基本的な食習慣（家族そろっ
ての食事や朝ごはんを食べる）
を見直す機会を図る。

・市　民 応募者数
望ましい食習慣を藻につけために、朝ご
はんのポスターを募集。応募数１７６点

285人 315人 176人 285人 290人 295人 59.7%

46
歯科保健推
進事業
（再掲）

デンタルフェス
ティバル

健
康
づ
く
り
課

毎年6月の「歯の衛生週間」
に開催、「食生活コーナー」を
設置して、おやつなどの砂糖
含有量について指導を実施

平成22年6月6日（日）の開催実績は延べ
人数1,741名であった。

啓発をとおして食の楽しみ、歯
と口の健康維持、むし歯予防
を図る。

・市　民 参加者数
毎年6月の第１日曜に開催されており、
今年度は、6月5日に島瀬公園でデンタ
ルフェスティバルを開催。

1,741人 1,732人 1,813人 2,000人 2,000人 2,000人 90.7%

47

けんこうシッ
プさせぼ２１
計画事業
（再掲）

【重点課題】

健康づくり応
援の店推進事
業

健
康
づ
く
り
課

健康に配慮した登録店舗を
増やすことで、望ましい食環
境の整備に努める

平成19年度から事業を開始し、平成23年
11月1日現在、107店舗が登録している。

食や禁煙など健康に配慮した
取組を行う店舗をとおして、食
環境整備を進めるとともに、市
民の食生活に対する関心を高
め、適切な食選択の実践につ
なげる

・食品衛生法許
可営業施設

登録店舗
数

健康に配慮した登録店舗を増やすこと
で、望ましい食環境の整備。登録１１４
店舗

97店舗 117店舗 114店舗 150店舗 110店舗 120店舗 95.0%

48
公民館主催
講座事業

食に関する講
座による情報
提供

公
民
館
政
策
課

各地区公民館が主催する市
民向け講座に、食育のメ
ニューを盛込んで実施

平成22年度は19地区公民館で開催し、実
施回数延べ54回、参加者延べ1,297名。
料理や食生活に関する情報提供により参加
者の健康づくりや生きがいづくりになってい
る。

市民が食育に関して理解を深
めるとともに、幅広い知識を持
ち、実践するようになる。

・市　民 参加者数
１８地区公民館で料理教室や食生活に
関する講座等を実施した。

1,297人 947人 994人 480人 1,300人 1,300人 76.5%

49
生涯学習講
師派遣事業

まちづくり出前
講座

社
会
教
育
課

市職員が講師となって市民
向け研修・講習・説明を行う
「出前講座」を開催し、食育
に関する情報を提供

約80の出前講座メニューを用意し、市民の
学習ニーズに応えている中で、食育につい
ても5メニューを揃えている。

市民が食育に関して理解を深
めるとともに、幅広い知識を持
ち、実践するようになる。

・市民ｸﾞﾙｰﾌﾟ
受講団体
数

市役所の業務を学習メニューとして取り
揃え、市職員が講師として地域に出向
く。

17団体 22団体 21団体 30団体 21団体 23団体 91.3%



実施内容 現状値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値 目標達成度

番
号

細々目 事業項目
担当
 課名

事　業　内　容 現　状 事業目的 対象者 指標式名 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H24年度

資料2 食育推進実施プランの進捗状況について

50

けんこうシッ
プさせぼ２１
計画事業
（再掲）

【重点課題】

ホームページで
の総合的な情
報発信

健
康
づ
く
り
課

地元の食材を使ったヘルシー
メニューレシピの紹介、直売
所の地元産品紹介、食品の
安全性、市内各地域の郷土
料理など食に関するさまざま
な情報を発信する。

現在、食や禁煙など健康に配慮した取組を
行う「健康づくり応援の店」などを市ホーム
ページで紹介している。
今後、より多くの情報を提供できるよう、平
成23年度中の事業実施に向け、検討を
行っている。

情報の提供により家庭や地域
における食育を支援する。

・市　民
アクセス件
数

市ホームページ「栄養・食育」させぼ★
みんなの食育ひろばを開設。

平成23年度
中の事業実
施に向け、現
在検討中

未実施 未調査

平成23年
度中の事
業実施に
向け、現
在検討中

#VALUE!

51

けんこうシッ
プさせぼ２１
計画事業
（再掲）

【重点課題】

大学や民間企
業との交流促
進による食育
の推進

健
康
づ
く
り
課

学生食堂・従業員食堂などで
の栄養成分の表示、食事バ
ランスガイドや食育ガイドの普
及、大学祭などの機会を利
用し、食に関する情報発信を
行う。

平成25年度からの事業実施に向け、検討
を行う。

大学生や独身の社会人など、
青年期から壮年期までの食育
を推進する。

平成25年度か
らの事業実施
に向け、現在
検討中

52
調理師研修
会

【重点課題】

特定給食施設
等における栄
養指導など食
に関する情報
提供の充実

健
康
づ
く
り
課

保育所、老人福祉施設など
特定かつ多数の者に対して
食事を提供する施設での栄
養成分表示、生活習慣病予
防のための食事や運動など
に関する情報提供を行う。

特定多数の市民に継続的に食事を提供し
ている特定給食施設などでの給食管理、栄
養管理、衛生管理を実施する中で、常に正
確かつ新しい情報を取り入れながら日常の
業務に反映させることが重要である。そのこ
とによって食をとおして市民の健康増進に
寄与する。
平成24年度からの事業実施に向け、検討
を行っている。

保育機関などを含む各施設で
の食育を推進する。

特定給食施設
等の利用者

情報提供
実施率

平成２４年７月２６日・２７日の２回開
催し、参加者の延べ数２４３人

平成24年度
からの事業実
施に向け、現
在検討中

平成24年
度からの
事業実施
に向け、現
在検討中

243団体 #DIV/0!

平成25年
度からの事
業実施に
向け、現在

検討中

平成25年度からの事業実施に向
け、現在検討中

平成24年度からの事
業実施に向け、現在

検討中

平成25年度からの事業実施に向け、
現在検討中

平成25年度からの事業
実施に向け、現在検討

中

平成25年度からの事業実施
に向け、現在検討中



実施内容 現状値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値 目標達成度

番
号

細々目 事業項目
担当
 課名

事　業　内　容 現　状 事業目的 対象者 指標式名 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H24年度

資料2 食育推進実施プランの進捗状況について

（３）　食育の取組支援

１．教育及び保育機関などの取組支援

53

幼児教育セ
ンター運営
費
(再掲）

歯科育児健康
教室

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

保育士と歯科衛生士が連携
して、子どもへのブラッシング
指導、歯科の健康に関する
講話を開催

事業の実施効果により、認可外保育施設に
おいて歯科に関する意識が高まり、嘱託医
による歯科健診を行う園が増えてきている。

認可外保育施設の通園児や
施設職員に対しての歯科健康
指導により園や保育士の資質
向上を図る。

・認可外保育施
設の通園児と職
員

参加者数

●開催回数：7か園
●講師：健康づくり課歯科衛生士
●対象：認可外施設の入園児、職員
●内容：パネルシアターや紙芝居を使っ
ての歯科衛生に関するお話、染めだし
ブラッシング指導など

269人 150人 160人 306人 306人 306人 52.3%

54
調理師研修
会
（再掲）

調理師研修会

健
康
づ
く
り
課

特定給食施設などの調理師
及び調理員に対して、給食
管理、衛生管理に関する知
識や技術向上のための情報
提供

特定多数の市民に継続的に食事を提供し
ている特定給食施設などでの給食管理、栄
養管理、衛生管理を実施する中で、常に正
確かつ新しい情報を取り入れながら日常の
業務に反映させることが重要である。そのこ
とによって食を通して市民の健康増進に寄
与する。

調理師及び調理員の資質の
向上を図る。

・特定給食施設
などの調理師及
び調理員

参加施設
割合

平成２４年７月２６日・２７日の２回開
催し、参加者の延べ数２４３人

100.0% 106.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

55
学校におけ
る食育推進
事業

児童生徒の食
育指導

学
校
教
育
課

特別活動や給食時間、総合
的な学習などを利用した児童
生徒の体験学習を実施

学校では、「食育指導全体計画」と「食育指
導計画」を年度当初に作成し、教育課程の
なかで位置づけており、各学年で計画的に
指導している。

体験をとおして、児童生徒が
健康的な食生活のあり方や望
ましい食習慣を身につける。

・児童生徒

小・中学校
における体
験活動をと
おした食育
実施率

児童生徒の食生活留意度のチェック 75.3% 90.0% 86.1% 100.0% 80.0% 85.0% 101.3%

56
学校保健管
理事業

子ども期歯科
保健研修会
（佐世保市歯
科保健大綱推
進事業）

学
校
教
育
課

学校での歯科健康診断、歯
科保健教育、むし歯や歯周
疾患の積極的な予防のため
の研修会を開催

市歯科医師会の協力のもと、本研修会を開
催している。よい歯の学校（園）の表彰や、
講演会の開催により、歯科保健の充実に寄
与している。

子どもたちの変化していく口元
や特徴について、研修会等を
とおして、正しい知識の習得と
食生活の改善を図る。

・教職員
・保護者
・歯科医

研修会参
加人数

よい歯の表彰
実践発表
講演会

381人 389人 385人 350人 400人 400人 96.3%

57
放課後子ど
もプラン推進
事業

放課後子ども
教室

社
会
教
育
課

地域の大人の協力を得なが
ら、献立作成、買い物、調理
をはじめ、さまざまな生活体
験を積む「通学合宿」の支援

通学合宿は、体験不足と言われる子どもた
ちにとって、生活技能を身につける貴重な
体験活動の場であり、食への関心を高める
きっかけにもなることから食育推進事業の
一つに位置づけ、平成21年度から「放課後
子ども教室」の事業の一部として実施してい
る

食に対する子どもたちの関心
を高め、規則正しい生活によっ
て、基本的な生活習慣の定着
を図る。

・主に小学4～6
年生

通学合宿
実施回数

市内6箇所、最長で４泊５日、最短で２
泊３日で実施。総参加者数は指導者、
協力者を含めて400名。

7回 6回 6回 15回 7回 7回 85.7%

２．教育及び保育機関などにおける食事の提供及び給食の質の向上

58

幼児教育セ
ンター運営
費
(再掲）

調理担当者の
実技研修

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

調理担当者に、給食やおや
つの実技研修を実施

アレルギーの子どもが増えてきている中、ア
レルギーに対応した除去食の実習希望も多
い。講座を開催する調理施設の広さや実習
法等を考慮し、望ましい受講者数を1回24
人程度とし、H23年度の目標値を72人とす
る。

保育施設において、不足しが
ちな栄養素を含む給食献立を
取り上げ、子どもの発達に必
要な栄養の取り方を学び、食
事の提供を望ましい食習慣と
しつけが実践できる人材を育
成する。

・調理員 参加者数

●開催回数：2回
●開催場所：中央保健福祉センター
●対象：認可、認可外保育施設等の調
理担当者
●内容：豆、芋、海藻、種実類、緑黄色
野菜を利用した調理実習

60人 57人 52人 72人 72人 72人 72.2%

59
保育所給食
施設指導

保育所給食施
設指導

健
康
づ
く
り
課

特定給食施設などの設置者
に対し、栄養管理のための指
導、助言、支援

毎年5月・10月に、保育所より給食内容検
討表を提出して頂いているが、各施設によ
り充足率に過剰・不足が多くみられる（65園
中21園＝32.3％）。食事の提供をとおして
望ましい食習慣としつけ、栄養や衛生の知
識の向上を必要とする施設が多く見受けら
れる。支援・助言を行うことで各施設の資質
の向上や食育の推進を図る。

各施設での効果的な業務の実
施と施設間の格差を無くす。

・調理や献立作
成に従事する者
・給食責任者

指導施設
率

毎年５月・１０月に保育所給食施設検
討表の提出をいただき、検討表から栄
養量の過不足等のある施設に対し、支
援・助言を行う。

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%



実施内容 現状値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値 目標達成度

番
号

細々目 事業項目
担当
 課名

事　業　内　容 現　状 事業目的 対象者 指標式名 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H24年度

資料2 食育推進実施プランの進捗状況について

３．食の担い手（ボランティア）活動者などの資質の向上

60
少子化対応
推進事業
（再掲）

乳幼児部門
食育アドバイ
ザー講座

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

乳幼児部門食育アドバイザー
講座の開催

H18～20年度に実施し、乳幼児食育アドバ
イザーは充足したため、21年度に見直しを
行った。22年度以降は、スキルアップを図る
講座を開催予定。

乳幼児食育アドバイザーの共
通認識とスキルアップを図る。

・乳幼児食育ア
ドバイザー

参加者数

●開催回数：5回
●開催場所：中央保健福祉ｾﾝﾀｰ 4回
　　　　　　　北部子育て支援ｾﾝﾀｰ 1回
●内容：①みんなで考えよう子どもの発
育に大切なこと
　　　　　②母親の魔力を引き出す援助
　　　　　③食で育むコミュニケーション
　　　　　④乳幼児の心身の発達と援助
　　　　　⑤食とお口の健康づくり

70人 55人 150人 80人 80人 80人 187.5%

61
女性の健康
づくり
（再掲）

食生活改善推
進員養成講座

健
康
づ
く
り

課
食生活改善推進員になるた
めの養成講座の開催

養成講座開催会場の増、受講時間の短縮
化により、会員増を目指している。
（平成24年度から、男性も食生活改善推進
員になれるため、「男性の食生活ボランティ
ア養成講座」を含むことになる）

健康づくりの協力者を育成し、
地域住民への食育推進を図
る。

・食生活改善推
進員を目指す市
民

参加人員
７月から１２月に、食に関するボランティ
ア活動を行う女性を食生活改善推進員
として養成する講座を開催。

17人 19人 42人 30人 35人 40人 105.0%

62
女性の健康
づくり
（再掲）

男性の食生活
ボランティア養
成講座

健
康
づ
く
り
課

男性の食生活ボランティアに
なるための養成講座の開催

養成講座開催会場の増、受講時間の短縮
化により、会員増を目指している。
（平成24年度から、男性も食生活改善推進
員になれるため、「食生活改善推進員養成
講座」に含まれることになる）

健康づくりの協力者を育成し、
地域住民への食育推進を図
る。

・男性の食生活
ボランティアを目
指す市民

参加人員 実施していない 0人 6人 未実施 5人 5人 #VALUE!

63
女性の健康
づくり
（再掲）

食生活改善推
進員研修会

健
康
づ
く
り
課

食生活改善推進員の研修

食生活改善推進員養成講座を受講し入会
した会員に対して、資質の向上のため研修
会を行っている。会員の半数が参加してい
る。
（平成24年度から、男性も食生活改善推進
員になれるため、「男性の食生活ボランティ
ア研修会」を含むことになる）

知識の習得・会員間の交流に
より、会員の資質向上と市民
への対応力の向上を図る。

・食生活改善推
進員

会員数
年間１０回、ボランティア活動を行う会
員の資質向上のための研修会を開催。

282人 297人 317人 300人 290人 315人 100.6%

64
女性の健康
づくり
（再掲）

男性の食生活
ボランティア研
修会

健
康
づ
く
り
課

男性の食生活ボランティアの
研修

男性の食生活ボランティア養成講座を受講
し入会した会員に対して、資質の向上のた
め研修会を行っている。
（平成24年度から、男性も食生活改善推進
員になれるため、「食生活改善推進員研修
会」に含まれることになる）

知識の習得・会員間の交流に
より、会員の資質向上と市民
への対応力の向上を図る。

・男性の食生活
ボランティア会
員

会員数 実施していない 33人 29人 未実施 30人 35人 #VALUE!

65
食育推進事
業
（再掲）

【重点課題】

食育実践者
ネットワーク会
議

健
康
づ
く
り
課

市内の老人福祉施設、保育
施設など、保健・医療・福祉
分野の業務に携わっている
管理栄養士・栄養士が一堂
に会し、栄養指導の方法や
食事の提供状況について情
報交換を行う。

平成24年度からの事業実施に向け、検討
を行う。

地域で食生活支援を必要とす
る市民へ、統一性のある継続
した栄養相談の実施について
の充実を図る

・市内の管理栄
養士、栄養士な
ど

参加者数 実施なし（H25年度実施予定） 未実施 未実施 #VALUE!

66
食育推進事
業
（再掲）

【重点課題】

食育実践者研
修会

健
康
づ
く
り
課

食育推進の役割を担う人材
（食育実践者）に対し、資質
向上のために研修会を実施
する。また、活躍の機会を増
加させるなど支援体制を整え
る。

平成24年度からの事業実施に向け、検討
を行う。

健康づくりの協力者を育成し、
地域住民への食育推進を図
る。

・市内の管理栄
養士、栄養士及
び養成施設の
学生

参加者数
平成２５年１月１９日・３月９日に開催
し、参加者延べ数１１４人

未実施 114人 100人 114.0%

４．学校給食の充実

67
学校給食実
施に関する
事業

学校給食を活
用した食育指
導

学
校
教
育
課

新メニュー調理実習・衛生管
理研修会・学校給食の試食
会・ふれあい給食会・「食育」
の講話等の実施

「献立に基づく指導資料」の内容の充実を
図り、より効果的な食育教材として利用して
いる。合併地区や平成22年9月から給食開
始した中学校でも実施された。

児童生徒が安全でおいしく給
食を食べ、食に関する正しい
理解を深める。

・児童、生徒
・保護者
・学校給食従事
職員

学校給食
試食会実
施率

新メニュー調理実習・衛生教育研修会・
学校給食の試食会・ふれあい給食会・
「食育」の講話等の実施

90.3% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

68
中学校給食
の実施

中学校給食の
実施

教
育
委
員
会

総
務
課

中学校給食の完全実施
合併地域、離島、小学校併設校、三川内、
光海、野崎中学校で実施。
H22からは、新たに柚木中学校でも実施。

中学生の食育の充実
中学生・教職
員・保護者

完全給食
実施率（学
校数）

中学校12校における完全給食の実施
及び牛乳給食校の完全給食実施に向
けた学校給食センターの建設準備（配
膳室整備等）

44.4% 44.4% 44.4% 44.4% 44.4% 44.4% 100.0%



実施内容 現状値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値 目標達成度

番
号

細々目 事業項目
担当
 課名

事　業　内　容 現　状 事業目的 対象者 指標式名 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H24年度

資料2 食育推進実施プランの進捗状況について

（４）　農林漁業を中心とした各種体験活動の促進と支援

１．子どもと保護者を対象とした体験活動

69
地産地消推
進事業

農業体験

農
業
畜
産
課

食農教育に取り組んでいる
学校が広く発表する機会を
提供

食農教育を実施している学校が広く市民へ
発表する取り組みを行っている。

農業体験などにより食への理
解と関心を高める。

・市民
栽培・試食
体験者数
（延べ数）

実施していない 314人 355人 未実施 300人 300人 300人 #VALUE!

70
ふれあい農
業推進事業

市民農園

農
業
畜
産
課

貸農園形式により農業体験
を実施

所在地：中里町高筈地区。区画数：250区
画（30㎡／区画）。平成20年3月時点で82
名が207区画を利用し野菜などの栽培を
行っているが、利用者の高齢化及び度重な
るイノシシ被害などにより、利用者数は減少
している。

体験活動による心身の健康増
進を図る。

・市民
市民農園
利用率

一般市民に対する農園の貸出 60.8% 61.2% 66.0% 100.0% 100.0% 100.0% 66.0%

71
集荷販売対
策事業費

卸売市場の見
学及び体験学
習

卸
売
市
場

卸売市場の見学及び青果物
などの体験学習

卸売市場は、生鮮食料品の安定的な供給
を行っており、流通の基幹としての役割を
担っている。
市民の食への関心が高まっている一方、青
果物等の消費は低迷している。

卸売市場の見学及び体験学
習をとおして、市場の役割や
食への理解を深めるとともに、
青果物・水産物等の消費拡大
に資する。

・市　民
・来訪者

見学者数

青果・花き・水産市場において見学希
望の申込みがあり、市場見学を実施。
また青果・花き市場において小学生を
対象としたフルーツカッティング教室を、
8月に開催。56名の参加者。

910人 1,505人 1,580人 600人 900人 900人 175.6%

２．地産地消の推進

72
農山村交流
施設等管理
運営事業

農山村交流施
設等管理運営
事業

農
業
畜
産
課

交流施設による特産品の展
示、販売

地元でとれる農林水産物・加工品の展示即
売を行っている。また、各地域におけるまつ
りや収穫祭など地域独自行事の実施をとお
して、消費者との積極的な交流を図ってい
る。

都市住民との交流促進を図
り、食と農業への理解を深め
る。

・市　民
施設年間
利用者数

・特産品の展示販売
・農業体験等の体験イベントの実施
・春まつり等の交流イベントの実施

192,000千円 182,400千円 282,000人 282,000人 64.7%

73

付加価値の
高い一次産
品育成対策
事業

佐世保市産農
水産物認定品
目

農
業
畜
産
課

本市独自の農水産物認証制
度による佐世保産農水産物
の認知度向上

消費者（市民）は安全で安心できる新鮮な
佐世保産農水産物を求めているものの、ど
のような農水産物があるのか、どこで売って
いるのかなどわからない。

本市独自の基準により、佐世
保産農水産物の認証を実施
し、その認知度向上を図る。

・市民

佐世保産
農水産物の
認証品目
数

①今後、本市の特産品となる可能性が
ある候補産品に対する支援。
②佐世保農水産物産地化・ブランド化
推進方針に基づき、事業計画の認定を
行い、認定農産物の支援を図る。

1品目 2品目 2品目 3品目 66.7%

74
地産地消推
進事業
（再掲）

地産地消の促
進

観
光
物
産
振

興
局

地元水産物の地元販売促進
イベント開催への助成

日曜朝市など地産地消促進イベントが開催
されていており、広く市民に認知されてい
る。

地域水産物の地域内消費拡
大を図る。

・水産関係団体
・漁業協同組合

イベント参
加者数

1事業を採択し、イベント開催経費に対
し支援を実施。

43,000人 51,600人 54,000人 30,000人 40,000人 40,000人 135.0%

75
水産物消費
拡大事業

水産物消費拡
大

観
光
物
産
振
興
局

水産物の県外・市外販売促
進イベント開催への助成

大消費地へ出向いたPR活動や、水産加工
品の消費拡大を目指し、販売促進活動を実
施している。

地域水産物の広域的なPR活
動により消費拡大・販路拡大
を図る。

・水産関係団体
・漁業協同組合

イベント参
加者数

2事業を採択し、イベント開催経費等に
対し支援を実施。

22,500人 25,000人 23,500人 25,000人 25,000人 25,000人 94.0%



実施内容 現状値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値 目標達成度

番
号

細々目 事業項目
担当
 課名

事　業　内　容 現　状 事業目的 対象者 指標式名 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H24年度

資料2 食育推進実施プランの進捗状況について

76
魚食普及啓
発関係事業
費

お魚まつり

水
産
市
場

魚食普及、地産地消の推進
を目的としたイベントの開催

消費者の食に対する「安全・安心」思考が高
揚している。また、中食・外食傾向による生
鮮水産物離れが進んでいる。

水揚げされる新鮮な地元食材
の提供と消費者への魚食普及
を図る。

・水産市場関係
者
・消費者

お魚まつり
入場者数

水産市場において、お魚まつりを開催。
鮮魚・水産加工品の販売、販売促進Ｐ
Ｒ、お魚の絵コンテスト、お魚さばき方教
室等の魚食普及活動を実施。
約４万人の来場者。

40,000人 40,000人 40,000人 35,000人 40,000人 40,000人 100.0%

３．共生と対流促進

77
ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ
推進事業

生産者と消費
者の交流促進

観
光
物
産
振
興
局

エコツーリズムの推進による
生産者と消費者との交流促
進

計画策定段階
都市住民及び来訪者の体験
ツアーを実施し、生産者と消
費者の交流促進を図る。

・市　 民
・来訪者

ｴｺﾂｱｰﾒ
ﾆｭｰ数
（「時旅」プ
ログラム数
含む）

「させぼガイド・ネットワーク」の運営のほ
か、着地型観光商品『ＳＡＳＥＢＯ時旅』
の造成、ＰＲ、販売を実施した。

60種類 97種類 90種類 50種類 45種類 50 180.0%

78
離島漁業再
生支援交付
金事業

ブルーツーリズ
ム＊の推進

観
光
物
産
振
興
局

観光資源を活用した地域振
興策の実行

高島・黒島・宇久地域で漁業者を中心に組
織する団体により事業を実施。

観光資源を活用し、漁村の活
性化や食と漁業への理解を深
める。

・漁業者
・地区住民

離島地区に
おける漁獲
量

3島において、漁場の生産力向上、創
意工夫を活かした新たな取り組みを実
施した。

1,454ｔ 1,440ｔ 未調査 1,610ｔ 1,650t 1,680t #VALUE!



実施内容 現状値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値 目標達成度

番
号

細々目 事業項目
担当
 課名

事　業　内　容 現　状 事業目的 対象者 指標式名 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H22年度 H23年度 H24年度 H24年度

資料2 食育推進実施プランの進捗状況について

（５）　食の安全・安心や食生活に関する調査の取組推進

１．食品の安全性に関する情報提供・意見交換

79
食のリスクコ
ミュニケー
ション事業

食のリスクコ
ミュニケーショ
ン事業

生
活
衛
生
課

食品関係情報の提供と意見
交換（リスクコミュニケーショ
ン）の推進

輸入食品、加工食品の増加並びに食品の
流通形態の複雑化、ＢＳＥ等の感染症の発
生、指定外添加物の不正使用、アレルギー
物質を含む食品及び細菌・ウィルスなどによ
る健康被害など、新たな問題が生じている。
市民や食品・環境衛生営業者への正確か
つ分かりやすい食品衛生関係の情報が不
足している。

衛生意識の向上による安全な
食品の提供と食品事故を未然
に防止する。

・市　民
・食品、生活衛
生営業者

意見交換
会開催回
数

食中毒予防に関する体験型のリスクコ
ミュニケーション、大学生を対象とした学
園祭における食中毒予防に関するワー
クショップの実施

3回 2回 2回 5回 2回 2回 100.0%

２．食品の衛生管理

80
家畜保健衛
生対策事業

家畜保健衛生
対策

農
業
畜
産
課

家畜の疾病、事故が減少す
ることを目的として、農業団
体が行う事業に対して補助
金を交付

近年、輸入農産物・飼料あるいは海外旅行
者の増加により、海外由来の伝染病が国内
に侵入する機会が増えている。
特に、平成12年の口蹄病、平成13年の
BSEでは大きな被害がでており、市内の畜
産農家に大きな打撃と市民への不安を与え
た。

家畜の疾病、事故等を未然に
防ぎ、安全な食品を提供する。

・農業団体

子牛出荷
時における
ワクチン接
種率

・疾病予防対策事業、牛舎衛生対策事
業、寄生虫対策事業に対し補助金を交
付

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

81
営業許可調
査事業

衛生講習会

生
活
衛
生
課

営業者、営業所従事者及び
消費者に対する衛生講習会
の開催、パンフレットの配布、
苦情相談の窓口開設

国内におけるＢＳＥの発生や食品の偽装表
示の多発により、食に対する責任をこれまで
以上に感じている営業者が増えている。ま
た、食品に対する不安を感じる市民が増え
ている。

食品の安全性に関する基礎的
な知識を習得する。

・市　民
・食品、生活衛
生営業者

講習会参
加者理解
度

例年実施の食品衛生責任者講習会
（Ⅱ種Ｂ）、給食施設などの講習会及び
３年ごと実施の食品衛生責任者講習会
（Ⅱ種Ａ）の実施

70.3% 64.7% 67.2% 75.0% 75.0% 75.0% 89.6%

82
食肉品質向
上事業

食肉品質向上
事業

食
肉
衛
生
検
査
所

食肉検査の学習や食肉のセ
リ体験

①スーパーに並んだパックのスライス肉しか
見たことがない。②牛や豚を正確に描くこと
のできる子どもが少ない。③人間のために
犠牲になっている家畜がいるということを知
らない。④食肉に対する感謝の気持ちが少
ない。

命に対する畏敬の念を育て、
衛生管理を学習することで食
肉に関する安全と安心を高
め、安全で衛生的な食生活環
境づくりを推進する。

・小学生高学年
の児童、中学生
及びその保護者

参加者満
足度

食肉検査の学習や食肉のセリ体験 91.0% 96.0% 100.0% 90.0% 90.0% 90.0% 111.1%

３．食生活に関する調査

83
食生活に関
する調査

食生活に関す
る調査

健
康
づ
く
り
課

食生活に関する意識調査の
実施

平成22年度に実施した佐世保市食育に関
するアンケート調査の結果では、食育の認
識は高くなっている（87.6％）が、食育の取
組状況においては20.3％であり、今後も食
育を実践するための取組が求められる状況
である。

市民の食や健康に関する実態
を把握し、計画的かつ効率的
に食育の目標を達成するため
に、定期的に調査やアンケート
を実施する。

・市民
・小中学校
・幼稚園
・保育所など

佐世保市
食育推進
計画目標
値の達成割
合

実施していない 20.7% 未実施 未実施 100.0% #VALUE!


